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［１］ 大統領権限と議会対策の関連について 
 
 
［２］1970 年代までは議会内での多数派工作 
 （例１）ケネディ・ジョンソン両政権の補佐官ラリー・オブライエン 
 （例２）共和党と南部民主党の連携   
（例３）民主党と共和党穏健派との連携 

 
 
［３］二大政党間のイデオロギー対立 

民主党（黒人、ヒスパニック、女性団体、労働組合）VS 共和党（白人） 
→議会での多数派工作は機能不全に陥る 

  
 
［４］ 共和党は多数党を目指した選挙戦略を採用 

（１）wedge issue を利用したネガティブ・キャンペーン 
① 人工妊娠中絶の争点  
② リー・アトウォーター（黒人の重罪犯ウイリー・ホートンのテレビ広告）  
③ カール・ローブ（同性婚の禁止） 
 

 （２）選挙区レベルでの対策 
① マイノリティ多数派選挙区を活用（1992 年以降） 
② 州裁判所裁判官選挙に積極的に介入 
③ 有権者 ID の導入 
④ 連邦検事の活用 

 
 
［５］トランプの場合：共和党指導者を罵倒して政権の座に着いた大統領 
 （１）大統領予備選挙   （２）大統領本選挙  （３）トランプ政権 
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